
6 (6) 

[産業動物]圃耳
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要約

3歳2カ月齢のホルスタイン種乳牛が発熱、頻脈および哨鳴を呈した。症状は抗生斉Ijとステロイド投与によ

りいったん改善されたが、その後再発し治療に反応しなくなった。内視鏡検査により咽喉頭部の腫大が認めら . 

れた。病理解剖により喉頭粘膜下膿協と診断され、般協からは Arcαnobαctenumpyogenesが分離された。

はじめに

午の哨鳴症は、上部気道感染症による咽喉頭炎または

気管支炎のほか、気管支内異物、気道周囲の腫蕩または

膿蕩といった物理的要因、あるいは気管虚脱など気道狭

窄の病態に関連して生じる [1-5]0 しかし、牛の哨鳴症

症例の多くは子牛と育成牛で報告されており [ト9J、成

牛での発生報告は非常に少ない[IOJ。今回、喉頭粘膜下

に形成されたl限努による気道狭窄から顕著な哨鳴症を呈

したホルスタイン種乳牛の11'71jに遭遇したので、その概

要を報告する。

症 例

症例は十勝管内で飼養されていた 3歳2カ月齢のホル

スタイン種乳牛で、呼吸の異常を主訴として診察を受け

た。初診時(第 1病日)体温 40.2"C、心拍数 100回/分、

肺音粗励および瑞鳴(喉頭狭窄音)を認めた。第 2病日

に抗生斉Ij (ベニシリン)とステロイドにて加療したとこ

ろ哨鳴が消失したが、第6病日には再び端的が著明とな

り、努力性呼吸がみられた。その後も同様の治療を行っ

たが反応はみられず、第21病日に帯広畜産大学に搬入さ

れた。搬入時には体温 38.5"C、心拍数 72回/分、呼吸

数 12回/分(安静時)で、呼吸時の明瞭な気道狭窄音が

聴診器なしでも聴取された。下顎から頭部にかけて軽度
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浮腫が認められた。体表リンパ節の腫大はなかったが、

左右下顎部に片手拳大の固い腫嬬が触知された (図 1)。

針生検により経癌からは粘性のある紫液が採取され、鏡

検すると大量の上皮由来細胞集塊がみられた(図 2)。

血液検査では白血球軽度増多および左方移動を伴う好中

球増多を、また血清生化学検査では ALP、総蛋白質波

度およびアルブミン波度の軽度上昇を認めた(表 1)。

さらに血清蛋白電気泳動像ではベータ分画の上昇を認め

た。血清チミジンキナーゼ活性値は1.0 U/ e未満であっ

た。咽喉頭の異常を疑い、内視鏡検査を実施したところ、

図 1 左右下顎部に片手拳大の固い腫癌が触知された

(矢印:左側の腫癌)。
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図 2 針生検で採取された組織からは大量の上皮由来細

胞集塊が認められた。

表 1 血液および血液生化学所見 (第28病日)

RBC 1l.17Xl伊'IIA BUN 77.3時 /dl

Hb l1.1g/dl Creatinin 2.0珂 /dl

PCV 34% AST 臼 U/I

R柾CV 30.7日 LDH 下65U11 

MCH 9.9pg GGT 25 U11 

MCHC 32.4g/dI NEFA I田μEq/l

Platelet 126X1C戸/阿t Na 138 mEq/ e 
K 5.4皿Eq/l

Cl 96 mEq/ e 
WBC 12，200/μt TP 3.3g/dl 

Sta 1% Albmin 24.1% 

Seg 18% αglobulin 35.4% 

Lym 76% 。globulin 27.5% 

Mon 5% γglobulin 13.0% 

Eos 0% NG 0.65 

図3 咽喉頭部の内視鏡検査では、披裂

軟骨が顕著に腫脹し(矢頭)、 喉頭

狭窄と咽頭部粘膜の発赤を認めた。
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披裂軟骨が顕著に腫脹し、喉頭の狭窄を認めるとともに

咽頭部粘膜が発赤していた (図 3)。

病理解剖検査および病原学的検査所見

第23病日に実施された病理解剖では、喉頭部の著しい

腫大を認めた(図4)。股大部を縦断したところ、披裂

軟骨と輪状軟骨の問の粘膜下には、黄色クリーム状の膿

汁を入れた 4X3Xlcmの被嚢化1位協を認めた(図5)。

さらに左右下顎腺の舌骨側先端部が鶏卵大に腫大し、 一

部は硬結感を有 していた。病理組織学的検索の結果、下

顎腺硬結部には石灰化を伴う巣状壊死がみられた。膿汁

の細菌培養検査の結果Arcαnobαc加山mpyogenesが分

離された。分離菌の抗生弗l感受性試験の結果は、ベニン

リン、アンピシリン、セフアメジン、リンコマイシン、

クリンダマイシンおよびバイトリルに対して強感受性

(+++)であった。

図4 病理解剖において確認された喉頭部の著しい腫大

図5 披裂軟骨と輪状軟骨の問の粘膜下には、黄色ク

リーム状の膿汁を入れた 4X 3Xlcmの被嚢化膿

蕩が認められた。
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考 察
本症例報告の一部は帯広畜産大学教育研究改革改善プ

ロジェクト経費により実施された。

本症例は生前にはリンパ節の腫大はみられなかったも
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